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平成２２年度決算の概要 

～第二期中期計画期間の橋渡しに向けて～ 

 

平成２３年度から平成３０年度まで大阪市が計画的に経費削減を行っても、累積赤字が１２００億円になるなどの厳しい経済状況に

加えて、3月 11 日に発生しました東日本大震災により、日本経済は一段と厳しさが増し、大学を取り巻く環境はますます厳しいもの

となっています。 

 

このような厳しい状況の中、本学は法人化５年目を迎え、平成２２年度は新たな執行部による法人運営を行いました。 

賞与の減額（△２．４億円）や非常勤教職員への雇用形態のシフトなどの４億円の人件費削減や予算編成において経常的な物件費の

６％削減を行い、前年度に比べて１３億円少ない運営費交付金の削減に対応しました。 

その一方、予算が削減される中、法人運営において優先的に行わなければならない事業については、積極的に取り組みました。 

具体的には、学生サービス窓口のワンストップ化による利便性向上、職員の人材育成機能の強化を目的とした学生サポートセンター

の開設（Ｈ２２実績３．５億円、Ｈ２３完成予定）、老朽化している理系学舎の整備（Ｈ２２実績２．６億円、Ｈ２６完成予定）など

の今後の法人経営の基盤となる事項について、集中的に取り組みました。 

また、附属病院では、患者数はほぼ横ばいであるものの、診療報酬改定や地域の中核病院及び急性期病院としての役割をふまえた救

命救急センターの開設に伴い、利益が６億円増加しました。さらに、東日本大震災の被災地に対する災害派遣医療チーム（DMAT）の

派遣などの医療支援にも取り組みました。 

 

外部の評価としまして、週刊東洋経済誌の「財政などを含めた本当に

強い大学」総合ランキングで一昨年の 73 位から 28 位に、また、日経グ

ローカル誌の「地域貢献ランキング」では 4位に評価されました。 

また、複合先端研究機構では、光エネルギーに関する研究成果が英国

雑誌「Nature」に掲載され、平成２３年度の学部一般入試における受験

者数が前年の 5,869 名から 6,153 名へ約 300 名増加しています。 

新たな組織としては、平成２２年４月に救命救急センターを開設し、 

平成２２年１０月に産学連携推進本部を設置しました。また平成２３年 

度には国際化戦略本部を設置する予定です。 

 

学生サポートセンター完成図 理系学舎完成図 
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今後は、平成２４年度からの第２期中期計画期間に向けて、「都市科学分野の研究とシンクタンク機能の充実」「高度専門職をめざ

す社会人の育成」「国際力の強化」を本学の重点事項として取り組みたいと考えております。また、広報の強化を行い本学の取組につ

いて明確な情報を発信できるように大学広報室を設置し、定期的に学長記者懇談会を行いたいと考えています。 

 

公立大学法人特有の会計処理による利益の位置付け 

 

 

 

 

 

・ 当期総利益                       １８億円 

   大学 ６億円   人件費の削減による 

         病院１２億円   附属病院収入の増収による 

・ 固定資産の増加（固定資産の新規取得による）       ２０億円 

・ 固定資産の減少（減価償却による）          △４８億円 

（内 損益外減価償却累計額 ２９億円）  

                    △１０億円 

 

・ 施設整備費引当金                      ０円  市から予算措置されることが前提ですが、市の 

・ 退職金引当金                        ０円   財政状況によって大きく左右される。 

       

＊平成２１年度に比べて、固定資産が２８億円減少していますが、施設整備引当金を積み立てないので、大阪市の財政状況が厳しく、

施設整備費補助金が新たに予算措置されない現状において、当期総利益を施設整備や教育研究の充実に充てる必要があります。 

 

今後必要となる施設整備等 

・耐震補強 １４億円（平成 23～27 年度） ・ＪＲ杉本町駅東口関連整備 １億円（平成 23～24 年度） ・理系学舎整備に伴う大学負

担 ６億円（平成 23～27 年度） ・複合先端研究機構 ３億円（平成 24 年度） ・学術情報総合センター入退管理システム １億円（平

成 26 年度）・新教務事務システム ３億円（平成 26 年度） ・附属病院手術室の増室 ８億円（平成 23～24 年度）等 

地方独立行政法人会計基準では、公立大学法人は、利益の獲得が目的ではなく、損益が均衡する仕組みになっています。 

また、公立大学法人において、経営戦略に向けての内部留保、施設整備のための引当金計上を行わないため、民間企業とは

異なり、内部留保及び引当金相当額を含めた利益が発生します。  
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■資産　　　H21決算に比べ　２８億円減の　１，１６３億円

※主な増加要因

有形固定資産の増 ＋２０億円

・建物等 ＋ ４億円（旧図書館改修工事＋２億円 等）

・工具器具等＋１３億円（医療装置等＋８億円 等）

※主な減少要因

減価償却による有形固定資産の減 △４８億円

（建物等△３０億円、工具器具等△１７億円 等）

未収附属病院収

入
未収附属病院収

入

1,200 

1,400 

（単位：億円）
（単位：億円

H21決算 H22決算 増減

資産の部 1,191      1,163      △28        

固定資産 1,038      1,015      △23        

有形固定資産 1,022      994         △28        

土地 385         385         -             
建物等 451         425         △26        

具 具等

土地 土地

建物等 建物等

工具器具等
工具器具等

図書
図書

現金及び預金
現金及び預金

未収附属病院収

入
未収附属病院収

入

‐

200 

400 

600 

800 

1,000 

1,200 

H21決算 H22決算

土地 385         385        -           
建物等 451         425         △26        
工具器具等 48          43          △5         
図書 136         137         1             
その他の有形固定資産 2            3            1             

-             
無形固定資産 5            4            △1         

ソフトウェア 5            4            △1         
その他の無形固定資産 0            0            0             

-             
投資その他の資産 11          18          7             

投資有価証券 4            11          7             

長期性預金 3            3            -             
金銭信託 4            4            -             

-             

流動資産 153         148         △5         

現金及び預金 94          74          △20        

有価証券 7            20          13           
未収附属病院収入 46          46          △0         
棚卸資産等 4            5            1             

その他流動資産 2            3            1             
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■負債　　　H21決算に比べ　１６億円減の　３０６億円

※主な増加要因

資産見返負債 ＋６億円

長期寄付金債務 ＋０．４億円 （はばたけ夢基金０．５億円など基金として）

寄附金債務 ＋３億円（民間企業などからの寄付金の期末残高として）

預かり施設費 ＋１億円（理系学舎施設整備費補助金として）

※主な減少要因

減価償却・除却による資産見返負債の減 △８億円

運営費交付金債務の減 △６億

（退職手当の後年度精算額の減）

未払金の減 △６億円（退職手当の減等）

長期リース債務 △６億円

未払金等
未払金等

250

300 

350 
（単位：億円）

（単位：億円）

H21決算 H22決算 増減

負債の部 322         306         △16       

固定負債 224         216         △8         

資産見返負債 172         170         △2         

長期寄附金債務 30          30           0            
長期借入金 15          14           △1         
長期リース債務 8            2             △6         

-

資産見返負債 資産見返負債

長期寄附金債

務
長期寄附金債

務

長期借入金 長期借入金

運営費交付金債

務
運営費交付金債

務

未払金等

‐

50 

100 

150 

200 

250 

H21決算 H22決算

※資産見返負債について

資産見返負債とは通常の企業会計にはなく、地方独立行政法人固有の会計処理

によるものであります。公立大学法人の主たる事業は教育研究であり、事業の実施に

よって、利益の獲得を目的とするものではない。そのため、計画通り業務を行えば、損

益が均衡する仕組みになっている。

よって、固定資産を取得した際には、同額を将来支払うべき費用（減価償却費）の

準備として負債科目に積み立てておく。耐用年数に応じ、毎年、減価償却費に見合うよ

う、それと同金額取崩し、収入として利益に影響を及ぼさないよう処理する。

前期末に比べ２億円減となっているのは、固定資産の取得による負債計上より減

価償却費に見合う取崩しが２億円上回った結果となる。

長期借
長期リース債務 8            2             △6         

-            

流動負債 98          90           △8         

運営費交付金債務 9            3             △6         

寄附金債務 10          13           3            

前受受託研究費等 6            6             0            
預り科研費 1            1             △0         
未払金等 70          64           △6         

預り金等 2            3             1            
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■純資産　　　H21決算に比べ　１２億円減の　８５７億円

※主な増加要因

利益剰余金 ＋１４億円

・目的積立金 ＋１２億円

（昨年度利益１６億円より旧図書館改修費用として４億円取崩）

・当期利益 ＋２億円

※主な減少要因

損益外減価償却累計額 △２９億円

利益剰余金,  53  利益剰余金,  67 
1,000 

1,200 
（単位：億円）

（単位：億円）

H21決算 H22決算 増減

純資産の部 869         857         △12       

資本金 982         982         -            

資本剰余金 △166     △192      △26       

資本剰余金 0 3 3

資本剰余金，

△166 

資本剰余金,  
△192

資本金,  816 
資本金,  790 

‐

200 

400 

600 

800 

1,000 

H21決算 H22決算

純資産

※損益外減価償却累計額

法人設立時に出資された固定資産の減価償却に関しては、その減価に対

応すべき収益の獲得が予定されるものではなく、また、その資産価値の減少

は、公立大学法人の運営責任の範囲外にあると考え、損益上の費用としてと

らえることはしない。むしろ資本の減少と考えるべきであるから、資本剰余金

から減額する。

資本剰余金 △166     △192      △26       

資本剰余金 0            3             3            

損益外減価償却累計額 △166     △195      △29       

-            

利益剰余金 53          67           14           

目的積立金 37          49           12           

当期未処分利益 16          18           2            
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■損益（法人全体）　　H21決算に比べ２億円増の １８億円

（単位：億円）

①H21決算 ②H22決算 ③増減

総費用 461            464            3                

経常費用 460            464            4                

業務費 444            448            5                

教育経費 14              15              1                

研究経費 24              22              △2            

診療経費 140            148            8                

教育研究支援経費 10              10              △1            

受託研究費等 10              11              2                
人件費 230            231            1                

退職給付費用 16 11 △5

（単位：億円）

④H21決算 ⑤H22決算 ⑥増減

総収益 477            482            5                

経常収益 477            481            5                

運営費交付金収益 143            132            △12           

学生納付金収益 51              52              1                

附属病院収益 237            254            18              

受託研究等収益 12              13              1                
補助金等収益 6                4                △3            
施設費収益 0                1                1                
寄附金収益 6                6                0                

資産見返負債戻入 10              9                △1            
人件費 230            231            1                

退職給付費用 16              11              △5            

一般管理費 16              15              △1            

財務費用 1                1                △0            

臨時損益 1                -                △1            

寄附金収益 6              6              0               

資産見返負債戻入 10              9                △1            

財務収益 0                0                △0            

雑益 11              10              △1            

目的積立金取崩 -                1                1                

H21決算
④－①

H22決算
⑤－②

増減
⑥－③

当期総利益 16              18              2                



平成22年度　決算の概要

■損益（大学セグメント）　　H21決算に比べ４，５億円減の　５，６億円

※費用の主な増減要因

人件費の減 △６億円

・給与改定、賞与削減等による減 △２億円

・常勤教職員の減（△２４人） △２億円

・非常勤教職員の増（＋４３人） ＋０．８億円

・退職手当の減 △５億円

※収益の主な増減要因

運営費交付金収益の減 △１２億円

（H22予算の減 △７億円、退職手当の減 △５億円）

旧図書館改修費用として目的積立金取崩額 ＋１億円

（単位：億円）

①H21決算 ②H22決算 ③増減

総費用 189.2          182.9          △6.3          

（単位：億円）

④H21決算 ⑤H22決算 ⑥増減

総収益 199.4          188.5          △10.8        

経常費用 189.2          182.9          △6.3          

業務費 181.4          174.5          △6.9          

教育経費 14.0           14.5           0.5             

研究経費 23.8           22.4           △1.4          

診療経費 -                -                -                

教育研究支援経費 10.2           9.7             △0.6          

受託研究費等 6.8             7.8             1.0             
人件費 112.6          111.0          △1.7          

退職給付費用 13.9           9.1             △4.7          

一般管理費 7.7             8.2             0.4             

財務費用 0.1             0.1             △0.0          

雑益 -                0.2             0.2             

臨時損益 -                -                -                

経常収益 199.4          187.7          △11.7        

運営費交付金収益 120.8          108.5          △12.3        

学生納付金収益 51.4           52.0           0.6             

附属病院収益 -                -                -                
受託研究等収益 6.9             7.8             0.9             
補助金等収益 4.2             2.0             △2.3          
施設費収益 0.0             1.4             1.4             
寄附金収益 5.9             6.1             0.1             

資産見返負債戻入 6.1             6.0             △0.1          

財務収益 0.1             0.1             △0.0          

雑益 3.9             3.9             △0.0          

目的積立金取崩 -                0.8             0.8             

H21決算
④－①

H22決算
⑤－②

増減
⑥－③

当期総利益 10.2           5.6             △4.5          



平成22年度　決算の概要

■損益（病院セグメント）　　H21決算に比べ６億円増の　１２億円

※費用の主な増減要因

診療経費の増 ＋８億円（附属病院収入の増による）

人件費の増 ＋３億円
・給与改定、賞与削減等による減 △１億円

・非常勤教職員の増（＋６１人） ＋１億５千万円

・退職手当の減 △２千万円

※収益の主な増減要因

附属病院収益の増 ＋１７億円
・救命救急センター開設による救急入院料加算並びに

診療報酬改定による一人当たり単価の増による収入増

入院収入 ＋１２億円

（一人当たり単価 57,793円から62,166円に4,373円の増）

外来収入 ＋ ５億円

（一人当たり単価 14,323円から15,513円に1,190円の増）

（単位：億円）

①H21決算 ②H22決算 ③増減

総費用 271            281            10              

（単位：億円）

④H21決算 ⑤H22決算 ⑥増減

総収益 277            293            16              

経常費用 271            281            10              

業務費 262            274            12              

教育経費 0                1                0                

研究経費 0                0                △0            

診療経費 140            148            8                

教育研究支援経費 -                -                -                

受託研究費等 3                4                1                
人件費 117            120            3                

退職給付費用 2                2                △0            

一般管理費 8                7                △1            

財務費用 1                0                △0            

臨時損益 1                -                △1            

経常収益 277            293            16              

運営費交付金収益 23              23              1                

学生納付金収益 -                -                -                

附属病院収益 237            254            17              

受託研究等収益 5                5                △0            
補助金等収益 2                2                △0            
施設費収益 -                -                -                
寄附金収益 0                0                △0            

資産見返負債戻入 3                3                △1            

財務収益 -                -                -                

雑益 7                6                △1            

目的積立金取崩 -                -                -                

H21決算
④－①

H22決算
⑤－②

増減
⑥－③

当期総利益 6                12              6                


